す」 

「すると、 君 はこの 温泉の 住人です か」 

「そうです とも。 当 温泉の 新 名物、 万国 料理 安福 軒」 

「ありがたい！」 

大卷 先生が 感 きわまって 叫んだ から、 安福 軒 は 呆れ 

顔、 まさか この 先生 二三 日食う 物 も 食わずに いる わけ 

では ある ま いがと 考えた。 

「当 温泉 は アベックの 好適 地、 また 心中の 名所です が、 

まさか 先生、 生き残りの 片割れで はあります まいな」 

r ャ。 そう 見える の も 無理がない。 実は 当 温泉 居住の 

文士 川 野 水 太 郎君 を 訪ねて きたの だが、 あいにく 同 君 



敷ら しいの は 一 間し かない。 あと は 茶の間と 女中 部屋 _ 

これ を 独占で きなければ、 他に 泊る 部屋が あり やしな 

い。 感心に 小さいながら も 温泉 はついて いた。 安福 軒 

は そこへ 大卷 博士 を 案内して、 

「ホ レ、 ごらんなさい。 これが 温泉です よ。 つまり、 

あなたの 一 室の ために 便所と 浴室と 台所と 女中が 附属 

している ような ものです よ。 これに 不足 を 云ったら 罰 

が 当ります ぜ。 どこに こんな 至れり 尽 せりの 旅館が あ 

ります 力」 

「これで 温泉 気分に ひたれと いうの かい」 

「今に 分ります が、 ここの 内儀 は 一流の 板前です よ。 



「主人と は？」 

「昨夜の 男です。 私 は あの人の 二号です」 

「安福 軒が あなたの 旦那 か！」 

「そうなんです。 お客さん を 連れてく るた び、 あの方 

の 二号に していた だけと 脅迫す るんで す。 今までの 恩 

返しに 多くの こと はする に 及ばない が、 応分の 手切れ 

金 をいた だいて それ を 置いて 出て 行けと 云 うんです。 

どなた かの 二号に していた だかない と、 もう 我慢が で 

きません」 

女 は 思いつめた せいか 益々 無表情に なり ョョと 泣き 

K してし ま つ た。 



「それが よろしいで すね」 

意外な 結果に なった。 二人 は 何が 嬉しい のか 分らな 

いが、 申し 合せた ように 浮き浮きした 顔 をして いる。 

どちらも 成行きに 満足で あり、 また 成算 ある ものの よ 

うであった。 そして、 もう 大巻 先生に 用 はなくな つた 

らし <、 

「では …… 」 

と 両名 目で 合図、 軽く 先生に 挨拶 を 残し、 この 診察 

室で 誕生した 神人 を それぞれの 流儀に よって いたわり 

ながら 退去した ので ある。 



と 崇め まつって、 話しかける こと も 許されな いのです 

からな」 

r ィャ なら 止す がよ かろう」 

「それじゃ 一文に もな りません よ。 こうして 食いつ い 

てれば、 幹部です からかな りの ミ イリが あるでしょう。 

万国 料理の 方 だって、 教会へ だす 弁当の 方が いい 商売 

にな るんで すから、 我慢 第一 です よ。 ちょ ッと、 この 

ところ、 教会の 方へ 足 を 向けて 寝られません よ」 

「それじゃ ァ 結構 じ やない か」 

「ま、 一 応は 結構です な。 しかし、 日 野 クン は 怖る ベ 

き 商才の 持主です よ。 あの キチ ガイ 女が ですな、 彼の 



「あなた もェ ライ 管長さん になって 凡俗の 近づきが た 

い 存在に なって しまったが、 実はね、 ボクも かねて 現 

代 医学と いう ものに あきたり ない 気持が あって、 宗教 

の 暗示 力、 霊 力と いうよう な ものに 心 を ひかれて いる 

のです。 川 野 先生のお 話 を 伺う に、 先生 は 教祖の 掌の 

放熱 をう ける と大 そう ス ー ッ として 軽くなる と 仰 有る _ 

また、 教祖 はいろ いろ 治 病の 実績が あるよう です ね。 

ボクは 別に 持病と いう ものが な いので 実験台に ならん 

かも 知れん が、 川 野 先生の 仰 有る 掌の 放熱と いうの を 

ポクに も 一 ッ ためして いただけまい か。 宗教の 力 を 疑 

るよう で 心苦しい が、 自分 も 医者の 立場と して、 いつ 



べん 経験して みたい のです」 

「承知し ました。 それで はさつ そく 教祖に 伺って 参り 

ますから」 

日 野 クン はいと も 気軽に ひきうけて、 宗教 的な 重々 

しい 素振りな どはミ ジン も 見せずに 奥の 部屋へ 立った。 

長い 時間 は 待たせなかった。 日 野 クン は 戻って きて、 

「どうぞ、 - ,1 ちら へ 」 

教祖の 客間ら しいと ころへ 通された。 あたり 前の 座 

敷で ある。 

教祖 は 二人 を 迎えて 一 礼。 特に 大卷 先生に は、 

「いつぞや は 犬そう 失礼いた しました」 



「どうぞ、 J ちら へ 」 

教祖が 腕 をと つて 部屋の 上手へ つれて 行って 坐ら せ 

た。 

「この辺が お 悪い のです ね」 

教祖 は 彼の 正面に 坐り、 彼の 胃の あたりに 軽く 手 を 

当てて、 ジッと 顔 を のぞきこむ。 

すでに 教祖の 表情 は 変って いた。 武芸者の ような 無 

表情。 あるいは キ ツネのお 面 を かぶった よう だ。 大卷 

先生 は キヌ ギヌの 彼女の 泣き ぬれた 顔 を 思いだ した。 

これと同じ ような 突きつ めた 顔 をして、 やがて ョョと 

泣き伏し たので ある。 性慾 を 絶した 可憐な 気品が こ 



ら 起って いる。 

「ちょ ッと 来て ごらんなさい」 

安福 軒 は 二人 を 道場の 入口まで みちびいた。 中には 

男女が ギ ッシリ 坐って いる。 何 か 唱えて いるかと 思う 

と、 突如と して、 片手 を アツ パ ー カットの ように 鋭く 

一 突き 一 一 突き 三 突きして、 

「エイ ャッ。 エイ ャッ。 エイ ャッ」 

と 絶叫す るので ある。 

「これ はなん の 行事です ね」 

「なんでも いいです よ、 こんな こと は。 逆立ちで も 何 

でもす るが、，' いさ。 そんな ことよりも、 ほら、 すぐ そ 



こに 知った 顔が 見えません か」 

こう 云われて、 一 一人が その 場所 を 見る と、 そこに 坐 つ 

て 無念無想 の 如くに 呪文 を 唱え 腕 を ふりまわ している 

の は 川 野 水 太郎の 奥さん だ。 それ を 見る と 川 野 は 

ちょ ッと 暗い 顔 をした が、 大急ぎで 笑い顔に きりかえ 

て、 

「変な ことが、 はやるよ」 

「え、 オイ、 キミ」 

大卷 先生が 慌てた ように 安福 軒の 袖 を ひいた。 

「そこにい る 婆さん は、 例の 旅館に いた 婆さん じ やな 

ヽ > I 

レカ」 



「帚ろう。 35 ろう」 

川 野が 二人 をうな がした。 

大卷 博士 は 川 野と 安福 軒の フシ ギな 対照 を ハツ キリ 

認めない わけに いかなかった。 川 野 は 落着きがない の 

に、 安福 軒 は 糞 落着きに 落着き 払って いる。 

安福 軒が 二人に 話しかけな いのは、 宗教に ついて 談 

ずる ことに 興味 を もたない せいだ、 という ことが ハツ 

キリ 読み とれる ようで あつ た。 

一 一人の 俗物 どもが まだ 宗教の フン ィキ からぬ け きれ 

ずに、 そして まだ ほかの ことが 落着いて 考えられない 

ような 状態の 中に いる。 その 最中 は 二人に 話しかけて 
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